
MansfieldParkの 登 場 人 物 た ち

野 村 ヒ サ

`Irecognizethatitsheroineisalittleprig
,

anditsheroapompousass,butIdonotcare.'

と言 っ て サ マ セ ッ ト・モ ー ム は`21ilansfieldPark"

を ジ ェ イ シ ・オ ー ス テ ン の6篇 の 小 説 の う ち

の 一 番 の お 気 に 入 り と し た 。

こ の 作 品 は オ ー ス テ ン の6篇 の 小 説 の う ち

で 最 も長 い の だ が,少 し変 っ た 特 徴 を持 っ て

い る 。marginalfiguresが ほ とん ど 皆 無 で あ る

こ と,そ し てanti-heroineが あ ま り に も 美 し

く感 じ の 良 い 女 性 に 描 か れ す ぎ て い る こ と は

定 説 に な っ て い る 。 ま た 前 に 書 か れ た ど の 作

品 よ り も持 参 金 と か 年 収 とか い っ た 形 で 現 実

的 な 生 活 の 条 件 が 強 調 さ れ て い る 。 こ の 作 品

の 中 で の 例 を い く つ か 挙 げ て み る と,

MissMariaWard,ofHuntingdon,with

onlyseventhousandpounds,hadthegood

luck.tocaptivateSirThomasBertram,of

MansfieldPark…(M.P.3)

Mr.andMrs.Norrisbegantheircareer

ofconjugalfelicitywithverylittlelessthan

athousandayear.(M.P.3)

Enquirewhereshewould,shecouldnot

findoutthatMrs.Granthadeverhadmore

thanfivethousandpounds.(M.P.31)

…norcouldhe(Edmund)refrainform

oftensayingtohimself,inMr.Rushworth's

company"lfthismanhadnottwelve

thousandayear,hewouldbeaverystupid

fellow."(M.P.40)

こ の 現 実 的 な 描 き 方 は オ ー ス テ ン が37才 と

い う年 に な っ て か ら 書 き始 め ら れ た こ と に も

よ る と 思 わ れ る が,こ の 後 に 書 か れ た 作 品

Persuasionは か な り異 ったロマ ンテ ィックな

傾 向で あるこ とを考 え合 わせ る と興 味深 い も

のがあ る。Mansfield'arkの 執 筆 中に匿名 で

出版 され たSenseandSensibilityの 初 版 は,

140ポ ン ド,翌1812年 に 推敲 のすz.Prideand

Prejudiceと 改題 されて世 に出た第二作の原稿

は,た った110ポ ン ドの収 入 をオーステ ンに も

た ら したに過 ぎなか った。 同時代 の ウォル タ

ー ・ス コッ トが全英 的な 人気 を博 し,1作 ご

とに何 千 ポン ドとい う巨額 の収 入 を得て,派

手 な生 活 を営ん でいたの とは,ま った く反対

である。オー ステ ンは晩年 に 自分の小説か ら

の利益 は600ポ ン ドを超え る と書 いて いるが,

こ れは本 当につ つ ま しい もので,婚 期 を逸 し

た田舎 の老嬢 の小遣 いかせ ぎの域 を出ない。

この点 を考 え合 わせ てみ ると,万 事 小ちん ま

りと几張面 な人柄 のオー ステ ンが,自 分 の は

じめて手 に した原稿料 か らの類推 で,当 時執

筆 中だ ったMansfieldParkに 現 実 的な金額 を

記 した くな った と考 えて もよか ろ う。

この作 品の ヒロイ ンであ るフ ァニー ・プラ

イスはその10才 の 時,マ ンスフ ィール ドパー

クに もらわれ て来た時の様子か ら,た んねん

に描か れ ている。オース テンのそれ以前 に書

いた小 説 のヒロイ ンた ちはみな健 やか で意気

盛 んで あったのだが,フ ァニー は反対 で,小

心 でひか えめで,正 義感 に富ん ではいるが,

い くぶ ん気 むずか しい ところが ある。オース

テ ン賛美者 たちの立場か ら見れば,誰 で も結

婚 した くな るような ヒロイ ンを創造 して読者

を喜ばせ るこ とが オー ステ ンの務 めなのだか

ら,そ うしなか ったこ とは,オ ー ステ ン個 人
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の何 らか の種 類 の危機(福 音主義へ の改宗,

結婚 拒否,中 年 へ の接近 等原 因はいろ いろ考

え られ るが)を 反 映 してい る とも受取 れ る。

しか しこの作 品 によるオーステ ンの試 み は,

理 性 的 で計画 的 ではないに して も危機 とは言

えない よ うであ る。1813年1月29日 の 手紙 の

中でオー ステ ンは

…NowIwilltryandwritesomething

else,anditshallbeacompletechangeof

subjectordination.

と書 いて いる。つ ま りオーステ ンはこの作 品

の創 造にお いて,意 識 的に実 験的 な方 法 を と

ったので ある。オー ステンは,し ば ら く沈 黙

していた あ とで あるこ ともあって,Prideand

Prejudiceの よ うな`rathertoolightandbright

andsparkling'な 小 説 を も う一つ 書 きたい と

は思 わなか ったのだ。MansfieldParkは オ ー

ステンの円熟時代 に属す る最初 の小説 であ り,

上 に述べ た実験 的な方法 は もち ろん,そ の構

成 の密度 も,末 梢 的な事件 の秀 で た複雑性 も,

その抱 負 を明 らかに物語 ってい る。

ファニ ー ・プ ライスの義理 の伯 父サー ・ト

ーマ スは体 制擁護 の権化 の よ うな人物 で
,そ

の2人 の娘 た ち とフ ァニーのtheatrica1(素 人

芝居)へ の出演 には もち ろん反対 であ る とい
もく ろ

うことはわか りきっている。(だか らこの 目論

みは,サ ー ・トーマスの留守中に進行す るの

である。)若い婦人たちは自分たちに人々の注

意 をむけさせ ることで慎 しみ深さにもとる行

いをしてはならないというのがその理由であ

る。サー ・トーマスの次男エ ドマン ド(ヒ ー

ロー)は,女 性たちの出演などまった く見込

みがないと考えているので,男 性たちが(女

性の代 りに)協 力すればよいと言 うだけであ

る。 口喧嘩 しなが らも素人芝居の準備が進行

してい くと,エ ドマン ドは女性 たちの誇示癖

が不当だ と非難しは じめる。彼女たちの台詞,

役割,演 技力,危 険な馴れ馴れしさが反対理

由 で あ る 。

Myfatherwishedus,asschool-boys,to

speakwell,buthewouldneverwishhis

grownupdaughterstobeactingplays.

Hissenseofdecorumisstrict.(M.P.127)

ファニー は庭 で籠 い っぱいの花 を摘め ば必

らず疲 れて頭痛がす る。18世 紀 か ら19世 紀 へ

の転 換期 に よ く読 まれ たconductbooks(処

世 訓)に も明 らか であ るが,フ ァニ ーの極度

の身体 の弱 さは伝統 的な女性 の特質 なの であ

る。

ここで当時の女性像 につい て少 し考察 して

みた い。 当時の英 国男性 た ちは,も し女性 た

ちが教育 を受 け理性 的な人間 として行 動す る

ことを許 された ら,彼 女 た ちは早速 自由 な行

為 者 としての資格が あ ることを知 り,自 分 自

身の望み を持 ち,自 分 の幸福 を追求す るよ う

にな って しまい,素 直 な娘,従 順 な妻 として

だけでは満 足 しな くなるだろ うと考zて いた。

HannahMore(1745～1833)のCoelebsin

SearchofaW舵 に はオー ステ ンも注 目して

い るが,こ の本に よる と女性 の美徳 の唯一の

切実 な要求 は`positive-dutyofbeingagreeable

athome'で あ った。この本のanti-heroineの

ア メ リア ・ラ トルは,そ の大 胆 さ(今 日の我

我 の眼か ら見 れば,ご く当 り前の こ となのだ

が)の ため に顰 蹙(ひ ん しゅ く)を 買 う。そ

の大 胆 さの 内容 は

1)自 分 の意見 をは っき り言 った。

2)男 性 の助 けな しに馬車 に乗 った。

3)「(馬 車 を)出 して ちょうだい」 と(他 入

に頼 まず)自 分 で言 った。

全 くあ きれ るよ うな理由 であ るが,当 時は

vitality,confidence,self-sufficiencyは 女 性 に

とって結婚 む きのqualitiesで は なか つたの だ。

ア メ リアの決定的 欠点は男性 の判 断に まった

く無頓着 なこ とであ った。これに反 してheroine

のLucillaStanleyは
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1)話 しかけられなければ自分か らはしゃべ

らない。

2)そ ういう時も父兄 と同席である。

3)料理が上手である。

4)メ ニューのプランニングとハウスキーピ

ングが うまい。

5)両 親の誇 りであ り,村 の貧民たちにとっ

ては天か らの賜物である。

6)敬 虔なキ リス ト教信者である。

7)談 話中の男性 たちの賢明さが解 るほど充

分な教育 を受けているのに,談 話に仲間

入 りした り反論 した りは決 してしない。

8)女 性の教養は 自分が向上 し,家 族 をより

美 しくし,夫 を楽 しませ,子 供 を教育す

るためにだけ身につけ られるべ きものだ

と信 じている。

要するにLucillaは 「完璧 な妻」だったわけで

ある。 しかし別の見方 をすれば,女 性のこう

いう美徳は男性の注目を引くためにだけ存在

することになる。夫を捕えることだけが女性

の美徳の唯一の動機 と言えるのであるか ら。

当時の懐疑的な女流作家たちは,自 分の作

品に気紛れな女権拡張論者 とか女流哲学者 と

か を登場させ,痛 烈な社会批評を行わせた り

した。こういう人物たちは,1790年 代の女権

拡張論の原理を滑稽 に誇張した形で支持 し,

その結果その小説全篇にわたってあざ笑われ

つづけ,ま たLucillaの ような慎 しみ深 く分別

のある若い女性たちと比較対照されたりした。

しかしこの種の人物たちの登場は1815年 を境

にして無 くなった といわれている。オーステ

ンは滑稽な女性哲学者 を創造 しなかったこと

で,同 時代の小説家たちの中で例外的なので

ある。 しか し他の作家たちと同様に女性の慎

しみ深さについての表現 を常套手段に託して

いる。MansfieldParkの 中でオーステンは伝

統的な方法 を分析 していると思われるが,そ

れらの強制がオーステンの小説に表面化して

いる。例えば,オ ーステン小説のヒロインた

ちは,結 婚 申込みの場 面で承諾 の返事 をす る

時の様子 を描かれ ていな いのは有 名 なこ とな

の であるが,そ の原 因はオー ステ ンが激 しい

感情 に直面 出来 ない とい う奇妙 な性質 を持 っ

て いたためだ とい う人 さえいる。

AdelineMowbrayの 中 でOpieは 「結 婚 は

"beneficialtosociety"と 結 論 してい る
。 その

理 由は結婚が子供 を守 り,節 操 を主張 し,愛

情 を喚起 し,実 行す る傾 向が あ り,激 情 をコ

ン トロールす るか らであ る とい う。 この作家

の,両 極 端 の人物 た ちを張 り合 わせ る とい う

や り方は,オ ーステンがMansfieldParkで,

美 人 では あるが,ち ょっ と淫 らな ところがあ

る メア リー ・クロフ ォー ドを,非 常 に礼儀 正

しく,真 面 目なフ ァニー ・プ ライス と張 り合

わせ てい る方法 とよ く似 てい る。 この両 極性

は,ConservativeNovelの 特 徴 の一つ であ る。

MansfieldParkに は もう一つ の両 極性が あ る。

ヘ ン リー とマ ライアの不義 には ファニー とエ

ドマ ン ドとの法 にかな った結婚 が対 照させ て

あ る。

ヒロインのフ ァニー ・プ ライスが虚 弱 であ

ることはす でに述 べたが,こ れ は当時の良家

の娘た ちにはむ しろ望 ま しい属 性 であった。

サー ・トーマス とファニーによって大切 に守

られてい る世 間の秩序は,女 性のた しなみの規

範 と密接に関わっている。PrideandPrejudice

と同 様 にMansfieldParkは 英 国の威厳 あ る上

流階級の 人々につ いての保 守的 な神 話的解釈

の要 因を吟味 している といわれてい る。」pride

andPrejudiceに お いてオーステ ンは神話的解

釈 に肯定 的であ り,さ らに それ を最 良の状態

に まで変化 させ て いるが,MansfieldPaykに

お いてはオース テンはその虚 しさばか りでな

くその道徳 的主張 の不健 全性 を も暴露 してい

る。共通 の不健 全状 態がマ ンスフ ィール ド ・

パー ク全体 に充満 してい る。 そ して問題 は,

ク ロフォー ド兄妹 の ような有害 な新 来者 では

な く,パ ー クその ものの 中に在 るのだ。バ ー
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トラム家 は決 して理 想郷 ではない。長男 トム

の放蕩 のために,次 男エ ドマ ン ドの もの と予

定されていた聖職録 を売 らなければならないほ

どその経 済の底 は浅 い。 その上,金 づ るであ

ったアンテ ィー ガ島の領 地の経営不 振(こ れ

を奴隷制 度の破綻 のため である と指 摘す る批

評家 もいる。)によって,な お さ らバ ー トラム

家 の財政 は危 うくな り,サ ー ・トーマ スは戦

時 の航 海 とい う危 険 を冒してまで,そ の立 て

直 しのためにア ンテ ィー ガの領地へ 赴 くこ と

になる。マ ンスフ ィール ド ・パー クは理想境

ではな く,今 に も崩 れ そうな世 の中その もの

なの である。 この小 説の最後 を しめ くくって

いる,

asthoroughlyperfectinhereyes,as

everythingelsewithintheviewandpatronage

ofMansfieldParkhadlongbeen.

とい う一 節は,あ くまで も現実 にて らして読

めば,作 者 の皮 肉 と解釈 出来 るのであ る。 家

族 の どの人物 も欠 点だ らけ で,こ の屋 台骨 の

傾 い た屋敷 は見か け とは大 ちが いで,フ ァニ

ーにや っ と支 え られてい る と言 って もよい
。

維持 してい くに は大 そ う骨の折 れ る世 界 なの

であ る。

オース テ ンは ファニーへ の インパ ク トを印

象づ け るこ とに よって,上 流階級 について の

批評 を行 なって いる。フ ァニー は女性 の美徳

と子 としての親へ の感謝 の念 においては典 型

的なのだが,彼 女 は 自分 が貞節 に抱 いて来 た

その同 じ道徳 的気質 に裏切 られ るのであ る。

もしこの小 説に異常 な ものが ある とす れば,

そ れはフ ァニー を威圧 し,誤 り導 く人物 たち

(サ ー ・トー マス とノ リス夫人)と その人物

たちに よって強 い影響 を受 け るファニーの観

点 の探 求 である と言 えるであ ろ う。フ ァニー

のこの気 の毒 な一体感 のおかげ で,こ の作 品

はオー ステ ンの小説 の うちで最 も皮 肉な作 品

とな り,ま た保 守的 な小 説の辛辣 なパ ロデ ィ

ー とな っている
。

この作品は1811年 まで手をつけられなかっ

たのであるが,1790年 代の ものの考え方が随

所に見受け られる。サー ・トーマスはその従

男爵 としての地位にふさわしい役割 を節操あ
くち

る端正 さで演 じてい る。義妹 の家の 口べ らし

のために子供 を一人(フ ァニー)引 取 ってや

ろ うとい う時に も,聖 職録 の必要 性 につ いて

もったいぶ って論 じる時 に も,彼 は常 に 自分

の威厳 を気 に してい る。 自分 の娘 たちにつ い

て考 え る時 に も,

…Hisdaughters .hefelt, .whiletheyretained

thenameofBertram,mustbegivingitnew

grace,andinquittingithetrustedwould

extenditsrespectablealliances.(M.P.20)

と考 えて いる。 もちろん こうい う考 え方は,

当 時の良家 の父親た ちの当然の希 望 であ った。

しか し同時 にオース テンは,サ ー ・トーマ ス

の もったいぶっ た無頓着 さでその廉潔 さを傷

つ けて もい るのであ る。フ ァニー は(慈 悲深

くも)マ ンスフ ィール ドに取 取 られ るが,そ

れ は彼女が 「バ ー トラム家の娘ではない」(つ

ま り居候 だ)と い うこ とをいつ も忘 れない よ

うに させ て お くべ きだ とい うサー ・トーマ ス

の特別 の条件 に も とず いての こ となのであ る。

(M.P.10)

MansfieldParkに お け るオー ステ ンの も く

ろみ は保 守主義 的神 話 をうま くいか な くさせ

るこ とでは なか った ろ うか 。 この ため の努 力

と考 え られ る ものは,こ ま ごまとした皮 肉な

事件が,あ ま り目立 ち過 ぎない ように ではあ

るが,か な り豊 富に起 こるこ と,ま たこの小

説の 中心 的 な設定,つ ま りバ ー トラム家 の家

族 たちの性 格描 写 とに表 われ てい る。サー ・

トーマ スのarchedbrowか ら もった いぶ った

言葉づか い に至 るまで,あ らゆ るものが,名

目上の統領 としてのサー ・トー マス を最高 に

際立 たせ て いる。 この畏怖の 念 を起 させ る父

親が子供 た ちに及 ぼす支配権 は,彼 の子供 た

ちを威圧 し,違 反 しない よ うに畏縮 させ る能
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力 とよ く釣合 って い る。ア ンテ ィー ガか らの

(思 った よ り早 い)サ ー ・トーマスの帰 国の
がく

際の,子 供 た ちの驚愕 の有様 は印象的 である。

気 の弱 いフ ァニー は以前か らくせ に なってい

た伯 父 の怖 さが よみ が えって来て,ほ とん ど

気 絶 しそ うにな る。 しか し彼 女 よ り図 々 しい

バ ー トラム家の子供 た ち も,慄 え と恐 しい想

い とをフ ァニー と分 か ちあ う。(M.P176)一

同 が 「絶対 的恐怖」 に とらわれ,サ ー ・トー

マスの 足音に耳 を傾 け る時,恐 ろしい沈 黙が

続 く。 しか し,こ の小説全 篇で しば しば引合

い に出され る父親 の権威 はこ こで もまたぜ ん

ぜ ん役 にた っていな い。サー ・トーマ スの重

重 しさは子供 たちの行動 に精 神面 での抑制 と

して ではな く,ご く表面 的な抑制 として しか

働 か ない。サー ・トーマ スは一同 を しん とさ

せ るこ とは 出来 て も,無 法状 態 を抑 えるこ と

は 出来ない。子供 た ちは間違 った行 ない をし

たこ とよ りむ しろそ の発覚 に怖 れ るの であ る。

彼 らは広大 な屋敷 の 中でひそかに事 を運 ぶの

が巧 みで ある。結局 サー ・トーマ スにつ いて

読者 がわか る唯一 の こ とは,彼 が 自分 の娘 た

ちの気 立て につ いて まった く何 もわか ってい

ない とい うこ とであ る。

SirThomasdidnotlmowwhatwaswanting,

because,thoughatrulyanxiousfather,he

wasnotoutwardlyaffectionate,andthe

reserveofhismannerrepressedalltheflow

oftheirspiritbeforehim.(M.P.19)

そ うい うわけ で,サ ー ・トーマ スが 自分 の父

親 としての威厳 で確 保 した と信 じでい る子供

たちの節操 の固 さは,彼 の思 いちが いなので

ある。

また威厳 を保 つ ために,当 然知 っていなけ

ればな らない ことが らに対 して無知 であ った

りす るこ とに もな る。

オース テ ンの懐 疑主義 は また美 しい もの女

性 的な ものへ と拡が ってい く。 ファニーはマ

ンスフ ィー ル ドへ着 くとす ぐ,そ の夜 の うち

に伯母 バー トラム令夫 人のや さしさに気づ く。

…bythemereaidofagoodhumoured

smile,becameimmediatelythelessawful

characterofthetwo.(M.P.12)

EdmundBurke的 な表現 をすれ ば,

littlenessandweaknessaretheveryessense

ofbeautyinwomen

な の で ある。 しか しオー ステ ンは辛辣 に も,

バ ー トラム令 夫人の場合 を,女 性 のや さしさ

は大事 にされす ぎる と夢遊病 的怠惰状 態にな

ると片付 けて しまっている。 また,家 長制 度

下 の父親 たち を,彼 らの実 際の姿 と彼 らを理

想化 して見 る無邪気 な少女 の眼 に うつ る彼 ら

の姿 との 間の 矛盾を描 き出す こ とに よって,

オ ース テンは父親像 の 問題 を提 起 してい る。

TotheeducationofherdaughtersLady

Bertrampaidnotthesmallestattention.

Shehadnottimeforsuchcares.Shewas

awomanwhospentherdaysinsitting

nicelydressedonasofa.(M.P.19)

グ ラ ン ト夫人の言葉 に よるとバー トラム令夫

人は,夫 がいな くては何 もな らない人(cipher)

で,何 で も大事 なこ とは夫に任せ て しまって

い る。(M.P.20,162)サ ー ・トーマ ス 自身 も

自分の留守 中 自分の代 りの役 を して くれ る と

は思 っていない。(M.P.32)そ う い うわけ で,

バ ー トラム令 夫人の なすべ きこ とは,気 忙 し

く張切 って何 にで も口 を出す職 務 担当者た る

ノ リス夫 人に任 され るこ とに なる。 またバー一

トラム令 夫人は子供 た ちの してい るこ とに気

がつか ない人なの で,素 人芝居上 演計画は彼

女の鼻 っ先 で進行す るので ある。 ア ンテ ィー

ガの領地へ 出かけ た夫 の旅 の安全 を気遣 うど

ころか,彼 女は夫 の身が危険 にさ らされて い

るこ とに気 が付 きさえ しな い。 いろい ろ細か

な こ とを気 に病む こ ともな く,

…sinksbackinonecornerofthesofa
,

thepictureofhealth,wealth,ease,and

tranquility,…fallingeversoofteninto
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agentledoze.(M.P.126)

な の であ る。 こんな状 態で はMansfieldPark

の 両 親 の権 威 は不首 尾に終 るこ と疑い なしで

あ る。

この作 品 では道徳性 につ いての親た ちの信

念ばか りか,悲 しい こ とに家族全 員が心得 ち

が い をして いる。フ ァニーだ けは例 外 であ ら

ゆ る悪 に対 して受 身であ る。サー ・トーマ ス

が怖 いの で叱 られない よ うに幼 い頭 で考 え ら

れ る限 りの気 を遣 い,そ れが 習い性 となった

結果 がフ ァニー の美徳 なのであ る。(少 し行 き

過 ぎた言 い方 か も知 れ ないが)。

先 ず長 男の トム,無 分別 な浪費の ためにバ

ー トラム家全体 を借金 に追込 んで しま う
。サ

ー ・トーマ スは心 をこめ て(し か し威 厳 を失

わずに)ト ム を諌め るが,ま った く無 駄であ

る。

Iblushforyou,Tom',saidhe,inhismost

dignifiedmanner;`Iblushfortheexpedient

whichIamdrivenon,andItrustImay

pityyourfeelingsasabrotherontheoccasion.

YouhaverobbedEdmundforten,twenty,

thirtyyears,perhapsforlife,ofmorethan

halftheincomewhichoughttobehis.

(M.P.23)

この よ うな体 制擁護 の仮 面 と実体 の くい違 い

のため にMansfieldPaykは パ ロデ ィの要素 が

濃い と言 え るの であろ う。

素 人芝居(Lover'sVows)の 上 演 準備 の大

さわ ぎは,マ ンス フ ィール ドの若 い人々の無

秩序 な情 熱 よ りも,い っそう読者 の注 目を引

く。

彼 らの不 義 の欲望 とい う設定 は,こ の小 説

の 中で最 も真実 な行動例 で あろ う。 とい うの

は,そ の 間 じゅうこの作 品の主要 な登場 人物

た ちが活 躍 しつづ けてい るか らであ る。

バー トラム令夫 人の行動 は無邪気 な(知 的)

空塵 さか ら出た もの で,ま った く悪 意が ない。

彼女 には何 も隠す ものが ない。例 えば,長

男 トムの重病についてのファニー宛ての手紙

(MP.426)は 信頼 と希望 と恐怖の混 じりあ

った一種の恐が りごっこの作文である。しか

しその他の人々の遊びには,ず っと多 くの口

実や ごまかしが 目立つ。ノリス夫人は献身的

な妹,叔 母 の役割 を演 じている。マ ライア と

ジュ リアはまじめな若い上流婦人たちの役を,

そしてエ ドマン ドはいつ も用心深 く気 を配っ

ている,高 潔な牧師(候 補)の 役を演じ,ト

ムでさえ自分に割当てられた役 をしっか り演

じている。女性が(素 人芝居に)出 演するこ

とは彼女たちの名声を汚す ことになると,エ

ドマン ドが反論 したのに立腹 して トムは,「女

連中の面倒 を見るのは次男の出る幕ではない

よ。サー ・トーマスの娘たちが父の名を恥ず

か しめるようなことを何 もしないように,僕

が面倒 を見るよ。 自分の頭の蠅 を追 えよ,エ

ドマン ド。そしたら僕が残 り全員の面倒 を見

るからdと 主張する。(M.P.127)

サー ・トーマスは,バ ー トラム家の人々の

中で,も っとも心遣いをする人物である。彼

の見栄は人ばか りでな く自分 自身をも満足さ

せ るためである。 もちろん トムと同様にサー ・

トーマスは自分の家族の面倒 を見ることに専

心してはいる。まず女連中の面倒 を見ること

である。サー ・トーマスは長女マライアが婚

約者のラッシュワースを軽蔑 していることを

明らかに見て とるが,こ の間違いな く有利で

うってつけの縁談(同 じ州に住み利害関係 も

同 じなので)に 「気が進まなければ解消 して

もよいdと は言うのだが,そ の言葉は口先だ

けである。

この縁談はいざ放棄するとなれば,苦 痛 を

感 じないわけにはいかないものなので,マ ラ

イアが解消す る気はないと伝えると,す ぐ納

得 してしまう。ばつの悪さやあてこす りの非

難 を免れて,自 分 の体裁 と信用が倍加 しそう

な縁組を確保す ることが出来て,自 分の満足

のあまり,サ ー ・トーマスは娘の気持につい
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て は,こ の 目的に都合が よい よ うに考 える。

フ ァニー に対 す るサー ・トーマ スの親切 は,

も っ とあてにな らない。舞踏会 の あ とで(ヘ

ン リー が 同席 してい る ところで)フ ァニー に

寝室へ行 くよ うにすすめ るのだが,そ のア ド

バ イスは(ナ レー ター も暴露 している ように)

絶 対 的 な力 を持つ もので ある。(MP281)も

しその絶対権力が フ ァニー のデ リケー トな健

康 を気遣 って行使 された のな ら許 され るであ

ろ うが,ヘ ン リー の妻 として推 薦す るために

ファニー の聞 きわけの よさを見せ よう として

いる と誰 に で も解釈 出来 る。姪 の思 いが けな

い有利 な結婚 をあ と押 し してや ろうと(実 は

ファニー に とっては有難迷惑 の気味 もあるが),

サ ー ・トーマ スは 自分の屋敷 でヘ ン リー ・ク

ロー フ ォー ドのための ドラマ を演出す るので

あ る。後 にな ってフ ァニー 自身がサー ・トー

マス の余 計な心遣 いの仕 末 をつ け るのが どん

なに大変 な こ となのかわか る。 自分の家族 の

(道 徳 的)福 祉 のためのサー ・トーマ スの行

動 は,息 子 の トムよ りい くらか 洗練 されては

い るが,そ の廉潔 さは トム同様見 かけ だお し

であ り,そ の尽力方法 は高圧的 であ る。

MansfieldParkに お いては,権 力 につ いて

の醜い事実が,親 権者 たちの説教 に さらけ 出

され,あ とでそれ 自体 の矛盾へ と立 ち返 って

来 るこ とにな る。 この小 説の主要 な文 学的手

法の一つ であ る。 た とえば,サ ー ・トーマ ス

がヘ ン リー に推 薦 したい と思 って い るフ ァニ

ー の 「き きわけの良 さ」 は実 は計算 した策動

であ って,異 っ た意見 を持 つフ ァニー には役

に立 たな い。 ノ リス夫 人 も同様 で,体 面 と利

己心 の間で浅 はかに も 自己矛盾に陥 って しま

う。(MP.345)ノ リス夫 人が素 人芝居 の台詞

を読め と,い やが るフ ァニー に強 いる場面 で

Iamnotgoingtourgeher…butIshall

thinkheraveryobstinateungratefulgirl,

ifshedoesnotdowhatherauntandcousins

wishher.'(M.P.147)

とい う個 所が ある。そ してエ ドマ ン ドで さえ

`DoFanny
,ifitisnotverydisagreeable

toyou.'(M.P.171)

と 自分 の信条 をご まか して懇願す る。 またサ

ー ・トー マスが ファニーに
,ヘ ン リー の結婚

申込 み を受入れ るよ うに強制 し,そ れ で もな

お し りごみ して いる彼 女に立腹 して

…self-willed
,obstinate,selfish,and

ungrateful(M.P.319)

と言 い,ま た

Youcannotsupposemecapableoftrying

topersuadeyoutornarryagainstyour血clina-

ions.(M.P.330～331)

と主 張す る。3人 とも一様 に 印象 的には聞 え

て も矛盾 した説述に よって,か ろ うじて保 た

れて いる体 面に しがみつ いて いる。

当時の保守 的な見解か らは,女 性 の行儀 作

法 とい う体制 は女性達が 反抗 したい と思 った

り自分 に選択権 が ないのを不 服に思 った りす

る ことな しに,父 親や親権 者た ちの も くろみ

に快 く従 うよ うに,彼 女 たち をお とな し く従

順 に躾 け るこ とに よって,あ か らさ まな威圧

の必要性 をな くす ことであった。 オー ステ ン

の作 品の 多 くにおいて,父 親 た ちは専制 的 で

もない し,娘 たちは従順 にな るよ うに躾 け ら

れ て もい ない。 しか しマ ンスフ ィール ド ・パ
たしな

一クの女性たちは確かに女の嗜み という掟に

拘束されている。女 らしさという主題はこの

作品に登場するすべての女性たちに とって一

大関心事である。長女マライアの結婚をきめ

る時,ま だ少し不安が残っていたが,サ ー ・

トーマスは娘の気性が妻(バ ー トラム令夫人)

のそれ と同じように,あ まり鋭 くものを感 じ

るたちでないと考えて,自 分を慰める。 しか

しマライアにとっては,ラ ッシュワース氏 と

の結婚は,新 郎に仕えることではな くて,マ

ンスフィール ドからの独立 と父親か らの逃避
かん じん

を意味す る。 しか し慎 しみ深 さの教 訓は肝 腎

なマ ライア とジュ リア にではな く,フ ァニー
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に意味を持つ ようになってしまう。極端な慎

しみ深さにはそれ相応の犠牲も伴 う。自己主

張は見苦 しいか らす るのはよそうと思い,フ

ァニーは親権者たちが 自分のためを思って く

れていると,そ れ を頼 りにするのだが,そ の

結果は彼 らが 自分たちのことで手いっぱいで

あり,姪 のことには気が廻る余裕がないこと

がわかる。自分がないがしろにされているこ

とに気付いて もファニーは自分のことを誰か

が考えて くれ るなどと途方 もないことを考え

る自分が悪かったのだ という風に考えること

しか出来ない。サー ・トーマスとバー トラム

令夫人 とエ ドマン ドの3人 がファニーにヘ ン

リー ・クローフォー ドとの気の進まない結婚

を勧めるために共謀 しているとわかったら,

ファニーは自分の希望が どんなに軽んじられ

ているかが解 って驚 くことだろう。 しかし読

者にとっては当り前のことである。ファニー

はいつ も自分の希望を優先されることなどな

かったのだか ら。そうなると慎 しみ深 くしよ

うというファニーの努力は,た だ慎 しみ深 く

見えたというマライアの努力よりずっと挫折
たしな

感や消耗性がはげしい。女の嗜みの掟の驚 く

べき絆が二人の女性たちの間に暴露されてい

る。

サー ・トーマスの娘 としてのマ ライアの社

会的地位からは,彼 女が少 くとも一応は体裁

のよい結婚 を選択す るという結果が想定でき

る。 しか し何の財産 もない姪のファニーには
しんしゃく

同様 な戡酌 は許 されな い。サー ・トーマ スが

驚 いたこ とに ファニーがヘ ン リー ・クローフ

ォー ドの結婚 申込 み を受け 入れ る気が ない こ

とが わか った 時サ ー ・トーマ スは その原因 を
ののし

当 時 の 流 行 の 有 害 な 信 条 だ と 思 っ て 立 腹 し 罵

る 。

Ihadthoughtyoupeculiarlyfree.from

wilfulnessoftemper,self-conceit,andevery

tendencytothatindependenceofspirit,which

prevailssomuchinmoderndays,evenin

youngwomen,andwhichinyoungwomen

areoffensiveanddisgustingbeyondall

commonoffence.Butyouhavenowshown

methatyoucanbewilfulandperverse,

thatyoucanandwilldecideforyourself,

withoutanyconsiderationordeferencefor

thosewhohavesurelysomerighttoguide

youwithoutevenaskingtheiradvice.

(M.P.318)

こ こ まで読 み進 んで来 る と読者 に もサ ー ・

トー マスの ア ドバ イスは絶対命令 な のだ とよ

く解 る。彼が フ ァニーに期待す るものは,喜

んで指導 を受 け る心意気 であ る。 そ うすれば,

あ か らさまな権 力の行使 は必要 なか ろ うか ら。

フ ァニー の反抗は,彼 の権威 に挑戦す る自己

責 任の想定 の含みが ある。だか らサ ー ・トー

マスは ぎょっ とす るのであ る。オー ステ ンの

小説 に登場 す る他 のcountrygentlemenと は

異 ってサー ・トーマ スは革命 的 な思 想に敏感

で ある。彼は気 ままな気分 とか 自分 で物事 を

きめ るこ と(当 時大へ ん流行 してい た表現)

が ひ どく嫌 いで,そ の嫌 悪感が彼 の前革命 的

なお説教 の中 に厳 然 と存在 してい る。

この作 品の 中では,女 性 の不謹慎 に伴 う最

悪 の罪(不 義 ・密通)が 次々 と起 る。 しか し

そ うい う効 果 は保 守主義 の作家 たちが考 えて

いたの とは反対 の原因か ら生 ず るの である。

何 の罪 も犯 さないた った1人 の人物は フ ァニ

ー なのだが
,彼 女 は 自分 ひ と りで考 え罪 を犯

さないでい るためには,社 会 的宗教 的権威 の

統領 に公然 と反抗 しな くてはな らな い。従 順

で温和 なフ ァニーが命令 に従 わは いか らとい

って,そ れ を手にお えない情 熱のせ いにす る

のは,い か に もサー ・トー マス ら しい鈍 感 さ

であ る。

女性 の選択 とい うテー マか ら見 る と,サ ー ・

トーマ スのフ ァニー との面談 とマ ライア との

面 談 とは まった く対 照的であ る。マ ライアが

愛 して もいな い男性 との結婚 を望む の を賞讃
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すべ きこ とだ とす るの と同様 に,フ ァニーが

愛 して もいない人 との結婚 を断 わるの を,若

い人の熱 っぽ い空想,見 境 いの ない気 紛れの

せ い,にして しまう。 いっぽ うファニー の方は

伯父(サ ー ・トーマ ス)ほ ど洞察力 があ り名

誉 を重 ん じる善 良 な人には 「前か ら嫌 いだ っ

たん ですdと だけ言 っておけば それ です むだ

ろ うと思 って いたのだが,情 な いこ とにそれ

ではす まなか ったの である。(MP.318)

サ ー ・トーマ スは次男エ ドマ ン ドが世襲財

産 を失 な って落胆 して いるの を同情す る段 に

な る と同情心 に富 んだ父親 になれ るの である。

しか しフ ァニーが後 で思 い出 してい るよ うに,

サ ー ・トー マスに は不似 合 いな相 手 と結婚 し

が ちな若 い娘 の気持 はわか らない。

HewhohadmarriedadaughtertoMr.

Rushworth,Romanticdelicacywascertainly

nottobeexpectedfromhim.'(M.P.331」

反対 の側か ら考察す ると,エ ドマン ドがヘ

ン リーに結婚 申込み を成功 させ よ うと,フ ァ

ニー を説得す る場 面が あ る。 それ はフ ァニー

が慎 しみ深 いか らこそ出来 るこ とである。

`Youha
veprovedyourselfuprightand

disinterested,proveyourselfgratefuland

tender-hearted;andthenyouwillbethe

perfectmodelofawoman,whichIhave

always .believedyoubornfor.'(M.P.347)

皮 肉 なこ とにエ ドマ ン ドは フ ァニーが 自分 に

片想 い してい るこ とにぜ んぜ ん気 がつ いてい

ない。

`theperfectmodelofawoman'で あ る ため

には,い くつ か果すべ き責 任が ある。フ ァニ

ー は保 護者 の監督 とは関係 な くロマ ンテ ィッ

クな恋 愛感情 を抱か なか った こ とと財産 めあ

ての結婚 を望 まなか ったこ とで,す でにその

責任 のい く分か を果 してい る。 しか し,女 性

の手本 にな るため には,ま だ他に なすべ きこ

とが ある。サー ・トーマ スがその結婚 を認 め

たか らには,(実 は ひ とりで乗 り気になってい

るのだが)フ ァニーはヘ ン リーが結婚 を 申込

ん で くれ たこ とに感謝 しな くては な らない し,

愛 情 を示 して くれた男の感情 を損 わない よう

に心 を砕か なければ な らない。要す るに`Yes'

と言 わなければ いけないの である。 しか し自

分 の良心 に従 えば,慎 しみ深 い女 性に必要 と

され る義務 とは相反す る行 動 を取 らな くては

な らないこ とに ファニー は疑問 を感 じて とま

どう。

`H
owthenwasItobetobeinlove

withhimthemomenthesaidhewaswith

me?HowwasItohaveanattachmentat

hisservice,assoonasitwasaskedfor?'

(M.P.353)

フ ァニー の疑問に答 える適 当 な方法 は この

作 品には書か れていな い。

外か ら見 る とフ ァニーの拒絶 は コケテ ィッ

シュな`No'と も受 取れ るのである。ヘ ン リー

は,そ う感 じたのか,フ ァニーが どんなに懇

願 して も結婚 を諦め ない。 ファニ ー は困惑す

るが,そ の言 い訳 はヘ ン リーに は率 直 でない

ように思 え る。

Fannyknewherown .meaning,butwas

nojudgeofherownmanner.Hermanner

wasincurablygentle,andshewasnotaware

howmuchitconcealedthesternnessofher

purpose.Herdiffidence,gratitude,and

softness,madeeveryexpressionofindifference

seemalmostaneffortofself-denial;seem

atleast,tobegivingnearlyasmuchpain

toherselfastohim.(M.P.327)

この よ うに慎 しみ深 さがフ ァニー の主張 を逆

に解釈 させ て しま うもどか しさが あ る。

女性 の感 謝に満 ちた服従 は非常 に重 要 な も

の として取 扱われて いる。女性 特有 の慎 しみ

深 さだけが保護 者の権威 の継続 を保証 す る と

考 え られ たか らであ る。 トム ・バー トラムだ

けは馬に夢 中にな って いるので,メ ア リー ・

クローフ ォー ドがい くら誘惑 して も無 駄なの'
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であ るが,そ の トム を除けば,こ の作 品に登

場 す る男性 たちは女性 の性 的魅力 に敏 感で あ

る。 た とえばエ ドマ ン ドは メア リーに交互 に

魅せ られた り怖 くなった りす る。 また気の毒

な ラッシュワー ス氏 は母 親 といっ しょに いる

時 だけ ほ っ とす る。ヘ ン リー ・クローフ ォー

ドは密 通の主犯 なのだが,彼 自身の告 白に よ

れ ば彼 は,「 女 については用心深い性格」 なの

である。(MP.43)世 話 になっていた叔父(海

軍提督)の 不行 跡の ため に兄妹 はマ ンスフ ィ

ー ル ドへ来 たのだが
,そ うい う経歴が あ るの

で,彼 が ひ ょうきん に告 白した ところに よる

`willingtorisk(his)happinessinahurry'

な の も うなずけ るの である。フ ァニー が妻 と

して実行す るこ とをヘ ン リーが期待 して い る

美徳 を見 ればヘ ン リー の危険の性質 が理解 出

来 る。

HenryCrawfordhadtoomuchsensenot

tofeeltheworthofgoodp血ciplesinawife,

thoughhewastoolittleaccustomedtoserious

reflectiontoknowthembytheirproper

name;butwhenhetalkedofherhaving

suchasteadinessandregularityofconduct,

suchahighnotionofhonour,andsuchan

observanceofdecorumasmightwarrant

anymaninthefullestdependenceonher

faithandintegrity,heexpressedwhatwas

inspiredbytheknowledgeofherbeing

wellprincipledandreligious.(M.P.294)

ヘ ン リー がフ ァニー に頼 れ る と期待 して い る

節操,名 誉,上 品さ,信 仰,誠 実 は,彼 女 な

ら不 義 の誘 惑 に負け ないだ ろ うとい う確信 を

表わ してい る。 ファニ ー こそ,人 並 みす ぐれ

た慎 しみ 深 さ と誠実 さで,ク 　一 フ ォー ド提

督に もこの世 に存在 し得 な い と思 わせ る よう

な人物 なので ある。

arlti-heroineの メア リー ・クmフ ォー ドは

配役 につ いて,ひ ど く大胆 な質 問 をす る。

`Wh
atgentleman .amongyouamItohave

the-pleasureofmakingloveto?

(M.P.143)

こ の 質 問 に は無秩 序 と性 的魅 惑 とが感 じ ら

れ る。 エ ドマ ン ドが は じめか ら敏 感 に反 応

す る。 オー ス テ ンの作 品の うちで は この 小

説が,男 女 の間の微 妙 な感情 の交流 を最 も広

く取 扱 ってい ると思 われる。細か な記述が性

的魅力 に対す るエ ドマ ン ドの動か され易 さ(敏

感 さ)を 物 語 って いる。彼は メア リーの初 め

ての乗 馬 を賛成 し励 ましさえす る。「純粋な運

動 の喜 び」(こ れはエ ドマ ン ドの善意 な解 釈)

は エ ドマ ン ドに とっては魅力が ある。彼女 の

そば に付 添 って手 綱の扱 い方 を教 え た りす る

こ とも楽 しみ であ る。(M.P.67)遠 くか ら そ

れ を眺めて い るフ ァニーが心 中穏 か でない こ

とは容 易に 想像 出来 よ う。 た しかに メア リー

には活発 な魅 力が あるのだが,仮 にエ ドマ ン

ドが 彼女 のはにかみ のない活力 を受 け入れ る

こ とが 出来 た として も,彼 は メア リー の ぞん

ざいな(時 には淫 らな)言 葉 遣 いを我慢 す る

ことは出来 まい。 ファニーが,伯 父サ ー ・ト

ー マ スの畏 敬の 念 を忘 れず ,伯 父 をないが し

ろに しない よ うに(MP.436)生 活 して い る

の とは反対に,メ ア リー ・クロー フ ォー ドは

伯 父 クロー フォー ド提督 を軽 ん じ,ぬ け ぬけ

と悪 口を言 う。 またフ ァニー がエ ドマ ン ドを

敬愛 してい るの とは対照的 に メア リー は彼 を

尊敬 しては いない。 そ してエ ドマ ン ドが重 ん

じてい る礼儀 には全 く考慮 しないで話 をす る。

メア リーの無遠 慮 な言葉遣 いに当惑 して,エ

ドマ ン ドは,か つて は 自分 の生徒 であった フ

ァニ ーに メア リーの話 の内容 につ いての感想

をたずね る。(P.M.63)フ ァ ニー は女 性 の慎

しみ深 さにつ いて はエ ドマ ン ドよ り厳 しい判

断 を下す。 エ ドマ ン ドは メア リー の意 見 を咎

めは しないが意見 を公表す るこ とは不 作法 だ

とい う意見 であ る。エ ドマ ン ドに とって メア

リーの欠点 は表面 的な もの にす ぎない。 クロ
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一フォー ド提督の下品さはファニーには軽い

意味しか もっていない。ファニーが,間 違っ

ていると考えるのは伯父についての批評の表

現法ではな く,そ ういう心の持 ち方 自体なの

である。そしてその不作法そのものが クロー

フォー ド提督夫人(メ ア リーの叔母)に はね

返ってくると考える。(姪のメアリーをすっか

り自分で育てた叔母が提督に当然敬意 を払わ

ねばならない という正 しい考 え方をメアリー

に教えておかなか った。)つまり姪の欠点は叔

母の欠点だ という意見である。

マンスフィール ド・パー クは2つ の駆落ち

事件(2つ とも明らかに女性の罪)で 一旦停

止状態になってしまう。それは父権制社会の

財産の掟 も対話の掟 も押 しつぶしてしまう。

その上駆落ちの他 にその不義を論ず る際のメ
てい

ア リーの冷静で不逞な話 し方 というおまけが

加わる。社会制裁の既成の流儀か らはみ出し

た女の欲望の軽薄さを主張するという形で,

この二つの不道徳 な行ないはマンスフィール

ドの父親の権威 と掟 をくつがえしてしまう。

マンスフィール ド・パークでは,女 性たち

が不賛成でもそれが推定されるだけ(実 行に

移 されない)で ある限 りは,事 はおだやかに

運んでい く。バー トラム令夫人は自分 として

は何 も文句がない。娘たちは自分たちの勝手

気ままを決して言い表わさない。彼女たちの

反逆が,フ ァニーに知れて も,フ ァニー 自身

は 自分の知 っていることを表明しないし,た

とえ人に話 して も耳 を傾けてもらえない。保

護者たちに対するメア リー ・クローフォー ド

の下品に騒々しい無礼さもなかなか弁明が許

されない。しか し女性たちの反抗が無視出来

なくなれば男性たちは徹底的に邪魔をする。

サー ・トーマスはふだんおとなしいファニ

ーの思いがけない,し か もかなり奇妙な反抗

に会 って,フ ァニーに対す る支配力も自分 自

身の理解力も中断 したかの感 じである。
`Thereissomethinginthiswhichmy

comprehensiondoesnotreach.'

(M.P.315)

マ ラ イア が さらに いっそ う手 にお えな い罪を

おか した 時,サ ー ・トー マス は まった く無 力

状 態寸前 であ る。エ ドマ ン ドは手 紙で ファニ

ー に'

`Myfatherisnotoverpowered
.More

cannotbehoped.Heisstillabletothink

andact.'(M.P.442)

と知 らせ てい る。 いっぽ うノ リス夫 人は:,

お 気 に入 りの姪 の駆落 ちの知 らせ に,す っか

り人が変 った ようにな り,静 か にな り,ポ カ

ン として まわ りのこ とに はい っさい無 関心に

なる。(M.P.448)

こ のマ ライア の駆 落 ちにつ いての メア リー

クロー フ ォー ドの言葉 は,あ けすけ で しゃあ

しゃあ としていて慎 しみか ら来 る嫌悪 の念な

ど全 くな い。エ ドマン ドは失望 す る。メア リ

ーが 非難 しているのは
,不 義 を勘 づか れた こ

とで,非 行 その ものではないのである。(潔 癖

なエ ドマ ン ドは,そ の話 をす るの に辺 りを憚

り,用 語 も選 んでい るに もか か わ らず。)も っ

と後 の こ とになるがエ ドマ ン ドの メア リーへ

の恋心 に終止符 を打つの は,ヘ ン リー とマ ラ

イア との駆落 ちの後 始末 として メア リーが提

案 した事(つ ま り2人 を きちん と結婚 させ よ

うとい うの である。)か ら,エ ドマ ン ドが,節

操 の足 りないメア リーは心 がね じくれて いる

と感 じるこ とであ る。間違 って いて も頬かぶ

りをして押 し通 して しまえば よい と考 えてい

る こと と,罪 悪 をその ま ま続け るこ とを承服

し,妥 協 し,黙 認すれ ば結婚 の可能性 もない

わけ ではない と励 ま してい るこ とに,エ ドマ

ン ドは 自分 がそれ まで1度 もメア リー を理解

して いなかったのだ と思 う。 この考 え方 の根

本的 な相違 が2人 の間 の埋 め るこ との出来 な

い溝 なの であ る。

バー トラム家の人々 はマ ライアの非行 を良

家の父親 に対 す る罪 と見 な して い る。サー ・
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トーマスの意見では,マ ライアの行動には,

どんな言い訳 をしても近所の人々に対 して失

礼な振舞 を必然的に伴 うことになるだろう。

(現代の人々の考えとは何と異っていること

であろう。)そしてまた他人の家庭に自分が経

験 したみ じめな思いを持 ち込む手伝いは少 し

でもした くないというのである。バー トラム

家の人々の観点か らみると,こ の小説は伝統

的な小説から派生 した復古主義的定則である

「復讐」で幕を閉じることになる。悪魔のよ

うな(意 地の悪い)ノ リス夫人は善良な男

(サー ・トーマス)の 信頼 を裏切った者 とし

て別の州に住むことになり,マ ライアも当然

の報いとして,ノ リス夫人と二人だけでほ と

んど交際 もな く暮すことになる。メア リー ・

クローフォー ドも姉 とともにロン ドン住 いに

もどる。ヘ ンリー ・クローフォー ドは少なか

らぬ心痛 と後悔 を味わう。 トムは健康 をとり

もどし,考 え深 くなり,父 親の役に立つ よう

になる。慎 ましい居候娘ファニーは受身なが

ら勝利感 を味わい,望 んでいたことすべてが

かなっことになる。サー ・トーマスは自分の

野望(フ ァニーをヘンリーと結婚させ ること)

を後悔 し,エ ドマン ドとファニーの結婚 を祝

福 し,隣 の牧師館に住まわせる。

この小説のはじめからノリス夫人は特別 多

す ぎる非難をこめた悪口で有名である。彼女

の品位は嫌味で下げられっ放 しである。それ

なのに比較的 目立たないのは,彼 女のこうい

う罪が正 当化 されている,つ まり時にはサー・

トーマスによって要求 されていることさえあ

るからである。彼はファニーを犠牲にしても

自分の娘の,よ り高い地位,権 利,そ して将

来の好望 を維持させ るために協力してほ しい

とノリス夫人に頼む,彼 はマライアの良家の

息子 との結婚 を認める。そうなるとノリス夫

人は彼女な りの悪役 というよりはサー ・トー

マスの副官 といったところである。読者はノ

リス夫人の中にサー ・トーマスの差出がまし

さ,気 前の良 さ,家 の誇 り,さ らに けちんぼ

振 りさえ見 出す 。結局バー トラム家 の財 政 に

対す るサ ー ・トー マスの心配が ノ リス夫人 に

フ ァニー を引取 って もらいたいな ど と言い 出

させ るわけ である。 「ファニーにはち ょっ と秘

密好 きで,気 ま まで素 っ とん きょうな ところ

があ るdと ノ リス夫人は こ き下す の だが,サ

ー ・トー マス は(ナ レー ターが指摘 してい る

よ うに)つ い先刻,自 分 で も同 じ意 見 を述べ

てい たこ とに気 が付 か ない。終 には 自分 が ノ

リス夫 人 と類似 した ところが あ るこ とを認め

るの だが,彼 女 がマ ンス フ ィー ル ドか ら去 る

とサー ・トーマ スは気 楽に なる。そ して道徳

的威厳 に どこか似 た ものがサー ・トーマ スに

復 活す る。 これ は ノ リス夫 人のおか げだ と筆

者は考 える。 この様 な筋はオー ステ ンの円熟

期 の作 品には見 当 らない。

MansfieldParkに お いて不穏 な皮 肉 といえ

るものは,サ ー ・トーマスが具現 して いる保

守 的 な観 念形態が,人 もあ ろ うにフ ァニー に

重 くの しか か って来 るこ とであ る。(フ ァニー

こそ保守 的な思考様 式 を信 じ,終 までそれ に

法 って行動す るただ1人 の登 場人物 であ るに

もかか わ らずで ある。)ポーツマ スのむ さ苦 し

い家に里帰 りしたファニ ーは,や が てマ ンス

フ ィール ドが恋 し くなる。

…allproceededinaregularcourseof

cheerfulorderliness;everybodyhadtheir

dueimportance;everybody'sfeelingswere

consulted.(M.P.392)

しか しフ ァニ ーの 里帰 りは(サ ー ・トー マス

が 目論んだ ように)彼 女 にマ ンスフ ィー ル ド

が与 えて くれ る富 と快適 さの価値 を教 えて く

れ る。 しか し,フ ァニー が遠 くか ら焦れ てい

る荘 麗な家屋敷 は実 は(読 者 も知 るよ うに)

今 に も破産 しそ うなの である。cheerfulで あ

ったこ ともない し,orderlyで もなか ったし,

す べ ての人 の気持 に考慮が払 われてな どいな

か ったので ある。 ことに ファニ ーの気持 な ど
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考慮されたため しもなかった。苦笑を禁 じ得

ないがホーム ・シックのファニーにはそう思

われたのであろう。このマ ンスフィール ドに

ファニーは皆に望 まれて帰 って来るのである。

ファニーを安座 させ る伝統通 りのハ ッピー ・

エンデ ィングがやは り::落 着 くようである。

ジェイン ・オーステンの小説が扱っている

のは限定された広さの社会の人間の相関関係

である。マ ンスフィール ドという狭い限られ

た広 さの中に何 人かの人間が同時に共存する

時,そ こには相互の欲望,利 害,感 陦の衝突

が生じる。社会的身分の相違か らの偏見や反

感 も生まれて来る。こういうものを題材にし

て取扱 う限 り,そ の葛藤の中に立たされたヒ

ーロー(或 いはヒロイン)の 生 き方の問題,

道徳的原理の追求が根本 とならざるをえない。

その意味で,ジ ェイン ・オーステンはイギ リ

ス小説の道徳性 という偉大な伝統の重鎮 をな

す作家である。
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